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１３ 県土

関連予算の執行額 （単位：千円）

会計 予算科目
予算執行額

区分 款 項 目

2,167,979一般 02総務費 02企画費 02計画調査費

20,325一般 02総務費 02企画費 05土地水対策費

2,562,678一般 06農林水産業費 04農地費 02土地改良費 ※

1,286,223一般 06農林水産業費 04農地費 03農地防災事業費 ※

2,256,545一般 06農林水産業費 05林業費 06治山費 ※

847,715一般 06農林水産業費 06水産業費 08漁港建設費 ※

14,836一般 08土木費 01土木管理費 02建設業指導監督費

255,056一般 08土木費 03河川海岸費 01河川総務費 ※

8,010,271一般 08土木費 03河川海岸費 02河川改良費 ※

4,259,920一般 08土木費 03河川海岸費 03砂防費 ※

531,440一般 08土木費 03河川海岸費 04海岸保全費 ※

1,712,565一般 08土木費 04港湾費 02港湾建設費 ※

１ 建設産業の構造改革の推進

（建設管理課）１ 建設産業の経営改善，担い手確保・育成

1(1) 建設産業の経営改善

強化や，災害時の事業継続力・災害対応力の更なる向上を図るため，各種セミナ建設企業の経営体質の

ー等を実施した。

1(2) 建設産業の担い手確保・育成

小中学生，高校生及び大学生等を対象に，県民の暮らしを支える建設産業の魅力を発信するとと

もに，技術者を対象に国家資格の取得を支援する講習会を開催するなど，建設産業の担い手確保・

育成を支援した。

２ 計画的な土地利用の推進

（用地対策課）１ 県土利用の計画的管理の推進

1(1) 国土利用計画の管理

国土利用計画（県計画）を適切に管理するため，県土の利用状況を把握した。
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1(2) 土地利用基本計画の管理

土地利用基本計画を適切に管理するため，土地取引，開発等の土地利用転換状況を把握した。

（用地対策課）２ 土地利用規制対策等の推進

2(1) 国土利用計画法の適切な運用及び合理的な土地利用の確保

ア 土地売買等の審査等

土地売買等の届出に係る利用目的の審査及び取引価格の把握を行い，適正な土地利用の促進に努

めた。

土地売買等の届出（296件，約431ha）

イ 土地利用対策会議の開催等

土地利用指導要綱等の適切な運用を図るため，土地利用対策会議を5回開催し，無秩序な開発の防

止に努めた。

開発行為の協議（5件，約53ha）

ウ 地価調査の実施

国土利用計画法による土地取引の規制を適切かつ円滑に実施するため，地価調査を実施し，その

結果を公表した。

（ ， ， ，標準価格の判定及び周知 価格時点 平成28年7月1日 基準地数 宅地関係179地点 林地6地点

計185地点，公表日 平成28年9月21日）

３ 水資源・エネルギーの確保

（森林整備課，河川整備課流域水管理推進室）１ 水資源の確保

1(1) 安定した水供給の確保

ア 長安口ダム改造事業の促進

長安口ダムの改造は，平成19年度から国土交通省の直轄事業として事業化され，ダムにおける治水

・利水の機能強化に向け，事業促進を図った。

事 業 名 事業費（千円）

長安口ダム改造事業 1,003,572

イ 堰堤改良事業の推進

福井ダムにおいて，老朽化したダム管理設備の改良，更新により，安全で適正なダム管理の実現を

図った。

事 業 名 事業費（千円）

堰堤改良事業 148,100

ウ 那賀川再生関連対策事業

国土交通省と連携し，長安口ダムの堆砂対策に係る関連調査，上下流の交流・連携の促進等を行った。
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事 業 名 事業費（千円）

那賀川再生関連対策事業 4,233

1(2) 合理的な水利用の促進

水資源有効利活用対策事業

環境創造基金を活用し，水資源の有限性等についての意識の浸透や水辺空間の保全などにつながる

啓発活動などを行った。

事 業 名 事業費（千円）

水資源有効利活用対策事業 500

1(3) 良好な水資源の創造と保全

ア 治山事業等の推進による水源かん養機能の強化促進

(ｱ) 治山事業の推進による水源かん養機能の強化促進

水資源の確保を図るため計画的に実施し，水土保全に努めた。

平成28年度
事 業 名

箇所 面積(ha) 事業費（千円）

保安林改良事業 7 49.4 24,618

奥地保安林保全緊急対策事業 6 48.0 153,075

計 13 177,69397.4

(ｲ) 保安林の指定による水源かん養機能の保全

森林の有する水源かん養機能を発揮させるため，奥地水源地等の森林を新たに保安林・とくし

ま県版保安林として指定するとともに，森林（もり）の番人の配備を進め，森林の維持保全に努めた。

区 分 指定面積(ha)

水源かん養保安林 29

とくしま県版保安林 55

４ 治山の推進

（森林整備課）１ 山地災害の防止

山地災害の未然防止のために，緊急度の高い箇所から計画的に実施し，復旧・予防に努めた。

平成28年度
事 業 名

（ ）箇 所 事 業 費 千円

復旧治山事業 24 821,241

予防治山事業 9 355,141

緊急 5 159,825予防治山事業

計 38 1,336,207

県単治山事業 29 61,894

計 29 61,894

合計 67 1,398,101
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（森林整備課）２ 保安林の整備

2(1) 保安林の整備

水源のかん養や土砂災害の防備，生活環境の保全・形成など公益的機能を特に発揮させる必要が

ある森林を保安林に指定し，適切な配備に努めた。
（単位：ha）

平成27年度までの状況 平成28年度
事 業 名 保安林の現況

種別 配備面積 指定 解除

保安林等整備管理 水源かん養 98,766 29 98,795-

事業 土砂流出防備 14,820 38 - 14,858

土砂崩壊防備 180 - - 180

保 健 234 - - 234

その他 1,872 - 1,872-

計 115,872 67 - 115,939

（注）国有林を含む。

解除は，指定理由の消滅，公益上の理由による。

５ 砂防の推進

（砂防防災課）１ 砂防事業の推進

土石流危険渓流等における土砂災害防止対策として，砂防えん堤，渓流保全工等を施工し，災害の防

止に努めた。

事 業 名 箇所数 事業費（千円）

通常砂防事業 14 339,347

総合流域防災事業 13 455,212

県単独砂防事業 11 70,511

計 38 865,070

（砂防防災課）２ 地すべり対策事業の推進

地すべり防止区域内において，横ボーリング工，水路工等を施工し，地すべりによる人家，公共施設

等の災害の防止に努めた。

事 業 名 箇所数 事業費（千円）

地すべり対策事業 25 892,402

災害関連緊急地すべり対策事業 1 79,845

計 26 972,247

（砂防防災課）３ 急傾斜地崩壊対策事業の推進

急傾斜地の崩壊から人命を保護するため，擁壁工，落石防護柵等を施工し，災害の防止に努めた。
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事 業 名 箇所数 事業費（千円）

急傾斜地崩壊対策事業 15 416,115

県単独急傾斜地崩壊対策事業 61 63,426

計 76 479,541

（砂防防災課）４ 総合流域防災事業（基礎調査）の推進

土砂災害のおそれのある区域について，危険の周知，警戒避難体制の整備，住宅の新規立地抑制等の

ソフト対策を推進するため，土砂災害警戒区域の指定に必要な基礎調査に努めた。

事 業 名 箇所数 事業費（千円）

砂防基礎調査 12 197,068

地すべり基礎調査 5 97,733

急傾斜地基礎調査 14 1,331,640

計 31 1,626,441

６ 河川改修の推進

（河川整備課，河川整備課流域水管理推進室）１ 安全な川づくり

1(1) 河川改修事業

広域河川改修事業及び地震・高潮対策河川事業等を推進し，洪水等による被害の軽減に努め，県

土の保全を図った。

また，県単独事業により護岸等の整備や河道の維持補修を行い，災害の未然防止に努めた。

事 業 名 河川数 事業費（千円）

直轄 直轄河川改修事業 2 1,492,610

補助 広域河川改修事業 8 757,800

総合流域防災事業 14 1,462,200

河川管理施設長寿命化事業 21 408,800

地震・高潮対策河川事業 10 566,355

床上浸水対策特別緊急事業 1 1,161,000

県単 河川特殊改良事業 － 189,500

河川海岸維持修繕事業 － 1,021,929

計 56 7,060,194

1(2) 吉野川・那賀川の河川整備計画

吉野川については，平成17年11月に「吉野川水系河川整備基本方針」が策定され，平成18年5月に

国土交通省四国地方整備局が発表した 吉野川水系河川整備計画の策定に向けて を踏まえ 平成21「 」 ，

年8月28日に「吉野川水系河川整備計画」が策定された。
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また，那賀川については，流域住民の方々で構成された「那賀川流域フォーラム2030」からの提

言を受け，平成18年4月に「那賀川水系河川整備基本方針」が策定されたのち，平成19年6月14日，

国と県により 那賀川水系河川整備計画 が策定された その後 那賀川学識者会議 における 河「 」 。 ，「 」 「

川整備計画」の点検を踏まえ，平成28年11月25日に「那賀川水系河川整備計画」の変更を行った。

， ， 「 」 ， ，現在 吉野川・那賀川では 策定された 河川整備計画 に基づき 無堤地区の解消や内水対策

地震・津波対策などの事業促進が図られている。

河川安全・安心協働事業1(3)

河川の浸水被害を防止し，県民の安全・安心を確保するため，民間事業者との協働等により堆積

土砂の撤去を行うとともに，海部川において有効活用等の対策を行うモデルを構築した。

事 業 名 事業費（千円）

河川安全・安心協働事業 23,122

（ ， ）２ 「 」徳島県治水及び利水等流域における水管理条例 の制定 河川整備課 河川整備課流域水管理推進室

「徳島県治水及び利水等流域における水管理条例」を制定し，広く県民に周知するとともに意識の醸成

を図るシンポジウム等を実施した。

事 業 名 事業費（千円）

守れ「命と水」条例化推進事業 4,844

７ 海岸の保全

（生産基盤課，森林整備課，河川整備課，運輸政策課）１ 安全な海岸の整備

1(1) 海岸高潮対策事業，海岸侵食対策事業，津波・高潮危機管理対策緊急事業，漁港海岸保全施設整備事業

海岸事業により，堤防，護岸及び突堤等の新設及び改良を行い，台風，高潮等による災害の防止と

県民生活の安定を図った。

（ ）課 名 事 業 名 28年度事業費 千円

生産基盤課 漁港海岸保全施設整備事業 209,400

計 209,400

河川整備課 海岸侵食対策事業 195,700

津波・高潮危機管理対策緊急事業 209,600

海岸堤防等老朽化対策緊急事業 150,600

計 555,900

運輸政策課 海岸高潮対策事業 371,982

津波・高潮危機管理対策緊急事業 19,425

海岸堤防等老朽化対策緊急事業 59,626

計 451,033
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1(2) 農地海岸施設等地震対策推進事業

農地海岸施設等の調査や機能回復工事を行い，防災対策を推進した。

課 名 事 業 名 28年度事業費（千円）

生産基盤課 農地海岸施設等地震対策推進事業 13,776

1(3) 海岸防災林造成事業

林野海岸施設（土盛堤）の新設及び植栽等を行い，高潮等による災害の防止を図った。

課 名 事 業 名 28年度事業費（千円）

森林整備課 海岸防災林造成事業 8,734


